
 

 

 

 

 

 

 

 

  

巻頭言 

            「地域医療構想の実現に向けて  

課題を克服するために」 

 

理事長・院長 藤川 謙二 
 

   

 コロナ禍感染症対策にすべての医療機関が多くの影響を受けて、経営が不安定化し、少子化による患者

数減少傾向に加えて、燃料費、食料費、人件費の高騰により多くの医療機関が苦しんでいます。 

 さらに、すべての産業において、少子化で人手不足に拍車がかかり、派遣に登録する労働者が増加し

て、ハローワークが健全に機能せずに、非正規雇用の労働者や外国人頼りの不安定な経営を余儀なくされ

ています。 

 さて藤川病院では、整形外科部門では常勤医の百田康朗先生が非常勤医師として、麻酔医として今後も

水曜日、土曜日に勤務していただきます。外科専門医として藤川葵先生が聖路加病院を退職し、早速病棟

勤務を専門に回復期リハビリテーション病棟、地域包括ケア病棟基準確保に向けて、医療連携室構築に向

けて勤務しています。 

 内科全般に渡り、緩和ケア、術後管理、救急医療、在宅医療についても幅広く対応する予定です。水田

敏彦先生と共に内科的医療の質の向上になるものと期待しています。介護施設のケアマネジャーと協力し

て介護施設、在宅医療、介護の連携構築の向上に努めて参ります。 

 リハビリテーション部門では、理学療法士牟田教真さん、作業療法士毛利木咲さんを採用してリハビリ

テーション部門としての質の向上に努めて参ります。 

 看護部門では、看護師古賀透江さん、准看護師志田雄亮さんを採用し、それぞれ外来、病棟勤務に参加

していただきます。藤川病院の看護の質の向上にさらに努力していただきます。患者さんに優しい看護の

提供はもちろん、認知症の患者さんにも笑顔が絶えない対応が求められています。高齢者の憩いの空間と

しての安らぎを与えつつ、病を克服できる医療機関としての使命を果たして参ります。今後とも宜しくお

願いします。 

 最後になりましたが、永らく看護助手として藤川病院を縁の下から支えていただきました、三浦恵美子

さんが３月末で退職され心より感謝と共に御礼申し上げます。今後とも宜しく藤川病院を見守ってくださ

い。ありがとうございました。 

 また、5月 27日に開催される、令和 7年度看護事業功労者知事感謝贈呈式に置いて、看護師副島佐紀子

さんが保健医療等の向上発展に尽くされたご功績に対し、佐賀県より感謝状が贈呈されます。永らく災害

派遣看護師として、実務のみならず教務部門として看護協会、佐賀市医師会立看護学校から推薦していた

だき表彰されました。今後とも宜しく藤川病院の看護師教育はもちろん、佐賀県看護協会の若い看護師の

災害医療、救急医療を学ぶ手本として精進していただきますよう、よろしくお願いします。 

誠におめでとうございます。 
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藤川葵副院長就任挨拶状 

 

謹啓 陽春の候 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます 

さて このたび四月一日付けをもちまして 医療法人聖医会藤川病院に副院長 藤川葵が就任いたしました 

外科疾患内科疾患の患者様を担当させていただきます  

医療の質の向上と安全な医療体制の強化につながるものと存じます 

何卒 引続き藤川病院へのご支援ご指導を賜りますようお願い申し上げます 

まずは 略儀ながら書中をもちましてご挨拶申し上げます 

謹 白 

  令和七年四月吉日 

医療法人聖医会 藤川病院理事長・院長 藤川 謙二 

 

謹啓 春暖の候 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます 

さて このたび四月一日付けをもちまして 医療法人聖医会藤川病院の副院長に就任いたしました 

聖路加国際病院並びに厚生労働省医政局勤務を経て 藤川病院の副院長として勤務させていただくことになりま

した 

これまでの経験を活かし まことに微力ながら 外科内科全般に良質な医療を提供できるよう努力する所存です  

今後共ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます 

まずは 略儀ながら書中をもちましてご挨拶申し上げます 

謹 白 

令和七年四月吉日 

医療法人聖医会 藤川病院 副院長 藤川  葵 

 

新任のごあいさつ    副院長 藤川 葵 

令和 7 年 4 月より副院長を拝命いたしました、藤川葵（ふじかわ あおい）と申します。 

新年度が始まり、あっという間に 1 か月が過ぎました。少しずつではありますが、藤川 

病院での診療業務にも慣れてきたところです。 

今回、医師として初めてふるさと佐賀で働く機会をいただき、どこか緊張しつつも、地元の

皆さんと一緒に医療を支えていけることに、日々ありがたさを感じています。まずは、院内外でお会いす

る皆さんのお名前とお顔を覚え、佐賀での生活に慣れるところから、一歩ずつ始めています。 

私は平成 23 年に久留米大学医学部を卒業後、聖路加国際病院にて初期臨床研修を修了し、外科専攻医と

して研鑽を積み、外科専門医を取得しました。平成 29 年からは消化器・一般外科（救急外科、肝胆膵外科）

を中心に診療に携わっておりました。 

ちょうどその頃、医師の長時間労働が社会的にも大きく取り上げられ、私自身もその最前線にいたこと

から、自分の働き方を見直すことに向き合うようになりました。その経験をきっかけに、令和 2 年には公

衆衛生学への関心が高まり、大学院へ進学。令和 3 年からは厚生労働省で医師の働き方改革に関する政策

づくりにも関わる機会をいただきました。その後は再び臨床の現場に戻り、東京都心で高齢の患者さんの

急性期診療や医療連携に携わる中で、あらためて「人と人とのつながりが医療の原点」であることを実感

しました。現在は、順天堂大学大学院博士課程で、医師の働き方と睡眠に関する研究も続けています。 

藤川病院での勤務を始めてから感じるのは、患者さんへのあたたかいまなざしだけでなく、スタッフの

皆さんが日々お互いを思いやり、体調やご家族への配慮まで含めて、優しさの循環がある職場だというこ

とです。限られた人員の中でも、無理なく安心して働ける環境がなければ、患者さんにとっても安全な医

療は提供できません。今後、私のこれまでの経験を少しでも活かして、働きやすく、誰もが力を発揮できる

病院を目指して、皆さんと一緒に力を合わせつつ、その先頭に立って取り組んでいきたいと思います。 

なお、令和 7 年 5 月からは、母校・久留米大学外科学講座において週に半日、消化器外科の診療にも携

わることとなりました。その時間は病院を離れることになりますが、ご理解とご協力を賜れますと幸いで

す。 

これから日々の業務のなかで、職員の皆さんとたくさんお話をしながら、藤川病院をもっと良い職場に

していけるよう、一緒にアイデアを出し合っていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいた

します。 



 リハビリテーション科紹介  
 スタッフ：理学療法士 5 名 作業療法士 1 名（令和 7 年 5 月 1 日現在） 

リハビリテーション施設基準 

＊運動器リハビリテーション料（Ⅰ）及び初期加算  ＊脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 

 

令和 6 年度リハビリ実施数 （年間延数） 

個別療法（入院） 個別療法（外来） 消炎鎮痛入院 消炎鎮痛外来 

14,869 単位 7,800 名 1,036 単位 801 名 1,629 名 3,311 名 

 

 今年度より、新入スタッフ 2 名が加わり 4 人体制から 6 人体制へと充実しました。 

近年の医療業界では、病院倒産、規模縮小、医師不足、看護師不足等、年々厳しさを増す医療情勢により

各医療機関では、生き残りを掛けた方策を模索中です。当院も例外ではなく、診療方針の転換拡大など、

月一回の運営委員会でも議題に上がる事も多くなり、その必要性を認識する昨今です。 

 リハビリテーション科として、リハビリ医療の質とサービス向上が必要だと考えられ、今後、地域包括

ケア病棟の取得、365 日絶え間ないリハビリサービスの提供、将来的に訪問リハビリの介入を目標に、リ

ハビリテーションスタッフ 6 名、毎週 1 回のリハビリカンファレンス、更には医師はじめ他部署のスタッ

フ全員と連携協力し、それらの事に取り組み、勇往邁進していきたいと思います。 （冬野伸広） 

新入職員紹介 皆さん よろしくお願いします 

 

 

看護師 古賀 透江 令和 7 年 4 月 1 日採用 

高校卒業まで佐賀で生まれ育ち、大学卒業後は多業種を経験し、一念発起して佐賀市医師 

会看護専門学校に社会人入学しました。在学中は他の病院で看護助手として勤務、出産・ 

育児・休学といったこともあり、今年３月に看護師免許を取得し、２歳の子供を保育園に 

預けパート勤務させていただきます。常に心に余裕を持って業務に従事し、患者さんが安心して身を委ね

ることの出来る看護師として、地域医療に貢献することを目標に日々の業務に頑張りたいと思います。 

 

 

准看護師 志田 雄亮 令和 7 年 4 月 1 日採用 

佐賀市医師会看護専門学校の高等課程を 3 月に卒業し准看護師免許を取得しました。病院 

勤務の経験が無く、まだ右も左も分からないまま、4 月からは仕事と学校の両立です。 

小学 3 年から中学卒業までバスケットボールをしていたので運動は好きです。あまり喋る

事がないので、コミュニケーションを取る事が苦手ですが、話すことが嫌いという訳ではありませんので

気軽に話しかけて頂けたら嬉しいです。看護師を目指して学校と仕事を頑張って行きます。 

 

 

作業療法士 毛利 木咲 令和 7 年 4 月 1 日採用  

今年 3 月に西九州大学作業療法学専攻を卒業して入職させていただきました。この病院で 

は作業療法士が私一人です。まだ経験もなく毎日が手探りですが、学校や実習先で学んだ 

知識と経験を試行錯誤しながら毎日の業務に励んでいます。患者様が楽しみながら取り組

める作業療法を提供できるようになることが目標です。趣味は能楽で 10 年ほど続けています。まだまだ

未熟ではありますが、精いっぱい頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

 

理学療法士 牟田 教真 令和 7 年 5 月 1 日採用 

これまでに総合病院と介護サービス事業所で９年間勤務し、急性期から在宅まで幅広い 

方々の、リハビリに携わってきました。患者様やご家族の思いに寄り添い、その方らしい 

生活を支える事を大切にしていきます。これから新たな環境で学び直しながら、自身の知

識や技術の向上に努めるとともに、更に社会人として磨きをかけて行きたいと思います。これまでの経験

やここでの経験を活かし、皆様のお力になれるよう努めていきたいと思います。



令和 6 年度（6.4.1～7.3.31）診療情報資料 
入院患者延数 １５，１６４名 外来患者延数（新患を含む） １１，４３４名 

健康診断数（院内実施分） ３００名 救急車受入台数 １４１台 

平均在院日数 ５０.３日 病床利用率 ６９.３％ 

手術件数（外来を含む） １０４例 全身麻酔件数 ８３例 

 

外来担当医一覧表                     令和 7 年 5 月 1 日現在 

診療時間 午前は 9：00～13：00 午後は 14：00～18：00 土曜日は 9：00～12：30 日曜・祭日・土曜日午後は休診 

※力丸医師は第 4 土曜日。 但し、救急の場合は診察いたします。 

脳神経外科の診察は毎月第一土曜日 14：00～15：00 

 

近況だより 

 新型コロナウイルス感染症により、令和 4 年 2 月院内クラスターが発生、クラスターが発生するとは思

ってもいなかったが大変貴重な経験をしました。その後は、その経験を糧に新型コロナウイルス感染症患

者を受入れる病床を 2 床確保、現在までに 3 回のクラスターが発生し、認知症を伴われた感染患者の場合、

看護面において大変苦労するところもありましたが、医師や看護師その他スタッフの協力で乗り越えてい

ます。面会禁止で入院患者やご家族には寂しい思いをさせる時期もありましたが、現在でも感染に気を配

り患者様に安全安心な治療を提供できるように頑張っています。 

4 月より藤川葵医師が副院長として勤務され、外科及び内科全般に良質な医療を提供していただくこと

を期待しています。また 4 名の新入職員を迎えフレッシュな風が病院内に漂っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、5 月 17 日土曜日ホテルニューオータニ佐賀で、歓送迎会・藤川葵副院長就任祝いを開催しました。

退職者を労い、新入職員の自己紹介があり、他職種のスタッフとも親睦を深めました。 

 

編集後記 

 「ふじネットワーク」が 2 年半振りの発行です。平成 11 年 4 月に第 1 号を発行以来今回が 61 号、原稿

集めに苦慮しますが今後も病院の情報を掲載していきたいと思います。また、ホームページもリニュアル

しています。タイムリーな情報をいち早く提供できるように更新していきます。 

診療科 診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

整形外科 
午 前 

藤 川 藤 川 藤 川 藤 川 藤 川 

 

藤 川 

百 田 

※力 丸 

午 後 
藤 川 藤 川 藤 川 

百 田 

藤 川 藤 川  

外科・内科 
午 前 藤川葵 藤川葵 藤川葵 藤川葵 藤川葵 藤川葵 

午 後 藤川葵  藤川葵 藤川葵 藤川葵  

内  科 

午 前 水 田 水 田  水 田 水 田 水 田 

午 後 
水 田 水 田 堀 内 

（呼吸器） 

水 田 

七 田 

（循環器） 

水 田  


